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消費者教育に携わる講師養成講座[対象者別コース]で、特別支援学校等に通う知的障害（軽度）のある生徒を

中心とした若年者への講座実施に向けた研修について、Cサポから講師を派遣しました。3年連続で依頼されてい

る講座です。参加者は 42名、久しぶりの大人数での開催となりました。大変好評のうちに終了しました。 

 

1日目 10月 3日 「知的障害者への消費者教育の重要性―知的障害者の特性と消費者トラブル事例を踏まえ―」 

知的障害者と消費者トラブルについて、消費者庁や国民生活センター調査にもとづく解説や、学校教育と社会

教育の連携の必要性、そして特別支援学校等に通う軽度の知的障害のある生徒に向けた消費者教育についてお話

ししました。消費者庁の特別支援学校（高等部）向け教材「ショウとセイコと学ぼう！大切な契約とお金の話」

について、授業実践にもとづく留意点も検討しました。 

 

２日目 10月 4日 「知的障害者への消費者教育の重要性―知的障害者の特性と消費者トラブル事例を踏まえ―」 

知的障害者、支援者に講座を届ける際には課題にフィットし、

リアリティのある「お金」の学びが必要で、 

事前の情報収集がカギを握ります。そこで、前半はどのような情

報収集が必要か、どうやって入手するか、具体的に説明しました。

後半は、支援者向け、当事者向けの模擬授業を実演し、午後の授

業案作成に向けて、具体的なイメージを持っていただきました。 

 

 

後半 「知的障害（軽度）のある生徒やその支援者向け 消費者教育講座案を考えよう！ 

 短い時間の中、プランニングシートを作成し、グループワーク、発表と限られた時間で盛りだくさんのことを

実施しました。限られた時間でしたが、皆さん積極的に取り組み、「地元に帰って生かそう！」という意欲の高さ

が印象的でした。 

国民生活センター講師養成講座に行きました  2022年 10月 3日（月）4日（火）  
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2022年 10月 23日、Cサポの理事会が千代田区西神田の当法人事務所にて開催され、提議された 2つの議案は

いずれも可決承認されました。また、報告事項についても了承されました。 

 

【決議事項】                                            

第 1号議案 顧問就任の件 

櫛引進一氏の顧問就任を承認しました。櫛引氏につきましては、消費生活アドバイザーの 2 期生であり私たち

の大先輩であり消費者団体でのご活躍はもとより、企業活動でも経営職としての重責を担われて来られました。

今後のＣサポの事業展開などに強力なサポートが期待されます。 

 

第 2号議案 新入会員入会承認の件 

新入会員 1名について入会を承認しました。今回の新入会員は中学校教諭１種免許状（社会、家庭）、高等学校

教諭１種免許状（地理歴史、家庭）及び特別支援学校専修免許状を取得しており、Ｃサポの消費者教育委員会な

どでのご活躍も期待したい方です。 

 

【報告事項】                                            

職務執行状況の報告の件 

会長及び専務理事の職務執行状況を報告しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 42回全国大会 日本消費者教育学会がオンラインで開催されました。Ｃサポメンバーがオンラインの運営を

担当しました。学会本番の Zoom ホストはもちろん、事前打合せも多数行い、ＨＰへの事前申込み画面の作成や

カメラの位置調整、３会場の分科会や懇親会の Zoom 担当など数々の役割を分担しＣサポ魂で取り組みました。 

  

学会に参加の皆様は、Zoom 参加の方とさまざまでしたが、学会当日は、大きなトラブルもなく無事終了!! 大

役を果たした充実感がありました。消費者教育学会の皆様に、このような貴重な機会をいただけてとても感謝い

たします。（写真は当日の様子） 

 

 

 

 

各委員会の活動紹介 

日本消費者教育学会 国大会に ンライン運営スタッフ 

 2022年 10月８日（土） ９日（日）                              事業委員会   

Cサポ理事会が開催されました                2022年 10月 23日（日） 
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講師が    と と の障害者の  の支援をし きた
      「        」を うと える    業
後の生活を  えた教育の重要性   と の障害者の
  の   理や 費 消費者 害 の      の 
      とその ースとし の    の 養の  
     的 活動紹介   た   への  案 の 
 をさ   た  た後  ルー  ー     をさ 
  た きました 

                                          
                                   

    年９月２８日 特 支援学 の     者を  と
した  会      の      考える消費者 害と
その  を ー に講 を行 ました 

（   教育委員会 催 ２    ）

 

 

 

 

 コロナ禍が続いていますが、今年度の講師派遣事業（出前講座）は行政や学校からのご依頼を受け、10月末ま

でに９件実施しました。今年度の講座は多くがリアル開催となり、直前でオンライン開催に切り替わるなどにも

対応しながら進めています。 

 

 Ｃサポの講師派遣事業の特徴は、①多彩なテーマや対象に対応できること。講座受講者は教員の先生方、消費

生活相談員・行政職員、PTA、学校の生徒、一般市民などさまざまで、テーマも「SDGs」「エシカル消費」「特別支

援向け」「消費生活関連」「消費者教育」など多岐に渡りご依頼をいただいています。 

②会員が無料で使えるＣサポオリジナル教材があること。消費者教育教材 2022消費者教育長官賞の「オンライ

ンで学べる消費者教育教材（義務教育編）は、対象の講座で使用します。 

③講師が質の高い講座を提供していること。講座の対象者や地域性などを考慮しつつ、各講師はワークショッ

プなどの手法も取り入れながら工夫しています。 

 

実施した講師派遣事業の実績は、Cサポ Webサイトの「講師派遣」で報告していますので、ぜひご覧ください。 

下半期も順調に依頼が入っており、ご要望にお応えしつつ一つひとつ丁寧に取り組んでいきたいと考えています。 

 

■消費生活（くらし・経済）             ■消費者教育 

エンディングノート、教育資金など          成年年齢引き下げ、キャッシュレス決済など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■SDGs、エシカル消費                ■特別支援学校エシカル消費など  

環境学習、食品ロスなど               お金の管理など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師派遣事業                                            消費者教育委員会 

首都圏  心  師活動が可能 方  師登録 ご希望 方はご連絡    ！ 

消費 教育委員会ML  sho-kyo@c-support.or.jp 

 

 

 

  

  
  

https://www.c-support.or.jp/page/koza/houkoku_okayama20220930.png
https://www.c-support.or.jp/page/koza/houkoku_chikura20220705.png
https://www.c-support.or.jp/page/koza/houkoku_matsudo20220520.png
https://www.c-support.or.jp/page/koza/houkoku_gunmakyoin20220801.pdf
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福祉サービス第三者評価活動は 3年目となり、今年度は 29件を受託しています。第三者評価は事前訪問に始ま

り、利用者調査、訪問調査、報告書作成、報告会、そして機構への報告書提出と一事業所の評価に３～４ヵ月余

りかかり、並行していくつもの事業所の評価に追われる日々が続いています。10月、11月は利用者調査の多い時

期なのですが、コロナ禍で事業所訪問を控え、調査をオンラインで実施するケースも増えています。 

利用者への質問項目は、例えば「食事の献立や食事介助など食事に満足しているか」「トイレや入浴など生活で

必要な介助を受けられているか」など、東京都福祉サービス評価推進機構で決められた質問項目に基づいて聞き

取りをしていきます。利用者も画面の中で一生懸命答えてくださいます。結果は公表され、「とうきょう福祉ナビ

ゲーション／福祉サービス第三者評価」で見ることができます。同じ項目で比較ができるので、「介護サービスの

どこを比較したらよいかわからない」という場合に参考にしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年度 全国ネットワーク会議   日本 エネルギー事情 SDGｓ    事業委員会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球規模 課  あ 気候 動   解決 向け カーボンニュートラル 脱炭素 社会 実現 消費 一 ひ  

が取 組む め ・・・Ｃサポは そ  め 第一歩   今 状況 知 こ     て     

一見   難 そう テーマ あ 日本 エネルギー 特殊 事情 現状   点 つ て テレビ もご活躍  

田先生 電気事業 業界団体 方       ご 義        エネルギー つ て楽   べ 貴重 機会！ 

 加費無料   ぜひご  く さ           問い合わせ先 事業委員会：jigyou@c-support.or.jp 

 

 

 

 行日 2022年 11月      一般社団人消費生活総合サポートセンター（Cサポ） 広報委員会 

  知    

     消費者志向経営委員会委員長 高嶋 威男 

 福祉サービス第三者 価                福祉サービス第三者 価委員会 

 

     消費者志向経営委員会委員長 高嶋 威男 

申込フォーム 

  は 

QRコード 

https://www.fukunavi.or.jp/fukunavi/hyoka/hyokatop.htm
https://www.fukunavi.or.jp/fukunavi/hyoka/hyokatop.htm
mailto:jigyou@c-support.or.jp
https://forms.gle/aVBy8TuePzcBkEey7

